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2026 年 8 月 12 日 

株式会社ガバメイツ 

 

Govmates Pit のアップデート内容について 

 

平素より Govmates Pit をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

2026 年 8 月 12 日（水）に以下の内容でアップデートを行いましたので、ご案内いたします。 

 

■ 今回アップデートの位置づけ 

Govmates Pit は、業務手順書を軸に「現状業務の可視化 → 分析・改善検討 → 実施・評価」までを支援する 

ツールであり、その出発点になるのが、統一フォーマットでの業務手順書（フロー図）づくりです。 

今回のアップデートでは、GAIA（業務効率化 AI）を使い、簡単な業務内容を入力するだけでフロー図のたたき台

を最大 10件まとめて作成できるようになります。また、一度に多くの手順書が作成可能になることで面倒に感じ

がちな必須項目の入力も、9 項目のうち 5 項目を GAIA が自動で入力してくれます。 

さらに、各業務手順書の詳細情報を表形式でまとめて入力できることで、手順書作成の負担を大幅に削減します。 

 

【改善一覧】 

No. カテゴリ 内容 

1 主な改善点 簡単な業務内容の入力で、フロー図のたたき台を最大 10 個まで一括作成

（GAIA 一括新規作成） 

2 主な改善点 GAIA による手順書作成時、各作業の必須項目を自動入力（5 項目/9 項目中） 

3 主な改善点 業務手順書の詳細情報を表形式でまとめて入力（作業一括編集） 

 

■ おすすめの使い方（1 つの業務フロー図を完成させるまで） 

1. たたき台を作成する（最大 10 個まで一括作成） 

業務手順書メニューの「GAIA 一括新規作成」を開き、所属情報と簡単な業務内容を最大 10 件入力する 

（例: 「住民票の発行」「要介護の認定」など、「〇〇の△△」の形） 

2. フロー図を整える 

たたき台を開き、作業の並び・内容を確認し、実態に合わせて修正する 

3. 必須項目を埋める 

「作業一括編集」から、担当・処理媒体・年間作業時間・年間作業件数をまとめて入力する 

  



   

【主な改善点】No.1 簡単な業務内容の入力で、フロー図のたたき台を最大 10 個まで一括作成

（GAIA 一括新規作成） 

所属名を指定し、簡単な業務内容を最大 10 件入力すると、GAIA がフロー図のたたき台をまとめて作成します。 

担当業務が複数あっても、一度に作成が進められます。 

○こんな声にお応えしました！ 

・異動の内示が直前に出るので、業務引き継ぎ資料を作る時間がない 

・前任から引き継いだ Word の引継書があるが、文章が長くて読む気になれない 

○活用イメージ 

・簡単な業務内容（「〇〇の△△」）を最大 10 件並べるだけで、フロー図のたたき台をまとめて用意できる 

・長い引継書を最初から読み込む代わりに、業務名からフロー図のたたき台を作り、流れを先に掴める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

【主な改善点】No.2 GAIA による手順書作成時、各作業の必須項目を自動入力（5 項目/9 項目中） 

手順書作成件数が多くなると面倒に感じがちな必須項目を GAIA が自動で入力してくれます。 

※各作業で入力が必要な 9 項目のうち 5 項目を自動入力。 

○こんな声にお応えしました！ 

・フロー図は GAIA で簡単に作れるようになったが、その後に必須項目を埋めるのが面倒 

○活用イメージ 

・各作業の必須 9 項目のうち 5 項目は業務内容から自動で入るので、手入力は担当・処理媒体・年間作業時間・ 

年間作業件数の 4 項目に 

 

 

【主な改善点】No.3 業務手順書の詳細情報を表形式でまとめて編集（作業一括編集） 

フロー図の並びや内容を直したあと、同じ業務の担当・処理媒体・年間作業時間・年間作業件数などを、 

表形式でまとめて入力できます。 

作業の箱を一つずつ開き直す必要はありません。 

○こんな声にお応えしました！ 

・生成された作業の詳細を、一つずつ開いて追記するのが大変 

・作業ごとの時間や件数を、並べて見ながら直せない 

○活用イメージ 

・作業一覧の「作業一括編集」を開けば、生成された内容に対して表からまとめて追記・修正できる 

・担当・処理媒体・年間作業時間・年間作業件数などを横並びで見ながら入力・確認できる 

※庁内の複数手順書を絞り込んで編集する「一覧形式で開く」は、これまでどおりご利用いただけます。 

 



   

庁内展開のヒント（行革・DX 推進、各課の推進役の皆さまへ） 

「機能としては便利そうだけど、他の職員には使ってもらえないかも…」という不安に対するご提案です。 

最初から Govmates Pit を覚えてもらおうとしなくても大丈夫です。 

まずは、その方の担当業務の一覧を聞いて書き出すところから始めてみてください（多くの場合、10 個程度に収

まるのではないでしょうか？）。 

担当業務を教えただけなのに、ワンクリックでフロー図のたたき台ができる光景を一度見てもらえれば、 

「すごい！」「これなら次回は自分でもできそう！」と感じてもらいやすくなります。 

 

 

その他にも、ユーザビリティの改善も行っております。 

機能の詳細につきましては、Govmates Pit へログインいただき「お知らせ」をご確認ください。 

 

引き続き Govmates Pit を通じて、自治体の付加価値の高い行政サービスを提供できる環境を支援して 

まいります。 


